
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       ＨＰアドレス http://www.kita9.ed.jp/kirigaoka-j/ 

＜校訓＞ 

「自主」自ら学び正しい行動ができる生徒 

                      「明朗」明るくあいさつできる元気な生徒 

                      「努力」くじけず目標に向かって頑張る生徒 

 

 

 

 

 ３月１０日（金）、春の訪れを感じる日差しの中、 

第５６回霧丘中学校卒業式を挙行しました。担任の先 

生の名前読み上げに、これまで、何事も全力を尽くし 

て学校を引っ張ってきた学年らしく、一人ひとりが大 

きな声で返事を返し、代表生徒がステージで卒業証書 

を受け取りました。卒業の歌「旅立ちの日に」は、心 

のこもった最後の合唱となり、ある人は涙で、ある人 

はさわやかな笑顔で、霧丘中学校を後にしました。 

＜送辞＞学校生活の中で、部活動や生徒会活動の中で、常に三年生は私たちの憧れの存

在でした。また、部活動でも私たちはお世話になりました。先輩方は、目標に向かって

仲間と助け合い、明るく笑顔で私たちに接してくださいました。私たちはその姿を追い

続け、たくさんのことを学びました。今、そのことにとても感謝しています。そんな憧

れの先輩方とも今日でお別れです。希望という翼を広げ、新しい世界に進もうとしてい

らっしゃる先輩方からのバトンをしっかり受け継ぎ、明日からは、私たち在校生が、こ

の霧丘中学校を立派に守っていかなければなりません。私たちは、この霧丘中学校のよ

き伝統を残し、さらなる発展を目指すことを誓います。先輩方に、安心して新しい道を

進んでいただけるよう、在校生一同、力を合わせていきます。最後になりましたが、 

先輩方のご健康とご活躍を、心からお祈りして送辞といたします。 

（在校生代表 生徒会長 眞島 俊輔） 

＜答辞＞在校生のみなさん。部活動や学校行事で一緒に汗や涙を流し、私たちの言葉、

行動をいつも真剣に受け止め支えてくれた皆さんは、私たち卒業生の誇りです。これか

らの霧丘中学校を創っていくのは皆さんです。私たちは、先輩から受け継いだ伝統を守

り、さらに良いものにしようと努力してきました。これからの霧丘中学校を皆さんの色

に染め、新しい霧丘中学校を築き上げてください。普段は照れくさくて言えませんが、

今日は保護者の皆様に伝えたいことがあります。「私たちを信じて見守ってくれてあり

がとうございます。今日で霧丘中学校を卒業し、九年間の義務教育を修了します。これ

から私たちは、大人の世界への扉を開けます。いくつもの困難が待ち受けていると思い

ますが、私たちが迷った時には、また少しだけ背中を押してください。これからもよろ

しくお願いします。私たちは、これから自分が選んだ道を歩み始めます。時には辛く、

過酷な道があるかも知れません。しかし、霧丘中学校の卒業生として誇りを持ち、三年

間で学び、成長してきたことに自信をもって、未来を切り開いてみせます。 

（卒業生代表 前生徒会長 新谷美心彩） 
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 ２月２７日（月）本校の学校評議員さんをお招きし、学校関係者評価委員会を開催しま

した。学校関係者評価とは、保護者や地域の方々が、学校の教職員が行った自校の評価結

果（自己評価）について評価を行うことです。年末に行った保護者アンケートも、評価を

実施するための参考資料として活用させていただきました。ご協力ありがとうございまし

た。今年は授業風景を見学していただき、さらに生徒が日常食べている「学校給食」を試

食していただいた上で、様々なご意見をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

＜目的＞ ○自己評価の透明性を高める。 

     ○学校・家庭・地域が学校の現状と課題について共通理解を深めて相互の連携

を促し、学校運営の改善への協力をする。 

＜本年度の学校関係者評価委員（評議員）の方々＞ 

     ○中島浩二 様（本校元PTA会長）  ○原田理恵 様（本校元PTA会長） 

     ○有松尚子 様（本校元PTA副会長） ○末吉紀美子 様（本校売店員） 

＜主な内容＞ 

 ○学校に来れていない生徒はたくさんいるのか。 

○教室以外の別室で学習している生徒は、どれくらいいるのか。その場合の学習は、ど

のようにしているのか。長期に及べば、学習の遅れも心配だ。 

○体力が全体的に低いということについて、どんな理由が考えられるだろうか。 

○今年も、生徒たちのあいさつは、非常によくできていると思う。 

○課題のある生徒はいないのか。校内が落ち着いているということは、その分、先生た

ちに時間的な余裕が生まれて、一段階上のことが取り組めるということだと思う。 

○自分の孫の通う学校でも、詩のコンクールにたくさんの入選者が掲載されていた。学

校の取組で、生徒たちの成長は全然違ってくるものだと思う。 

○ひまわり学習塾の申し込みには、どのような規定があるのか。 

○地域の敬老会では、中学校の吹奏楽部が演奏に出演してくれている。演奏もいいが、

生徒たちの雰囲気がとてもよくなっていると、地域では評判になっている。 

○あんなに静かな様子で授業を受けることができているのに、学力が思うように上がっ

ていないのはどういう理由だろうか。小学校からの積み重ねもあるのだろうが。 

○（給食を試食して）成長期にしてはちょっと量が少ないかとも思うが、予想していた

よりずっとおいしかった。個に応じての対応は、学校も親も大変だと思う。 

 

 ※お忙しい中おいでいただき、貴重なご意見をありがとうございました。 


